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人弁護士 ２１ 天才山田かまち ２２ 親友の就職 ２３ 青年の挫折 ２４ 甘楽郡は「から」郡
２５ 貝のプレゼント ２６ 沢庵のもてなし ２７ 昼下がりの情事 ２８ 渡哲也の潔さ ２９ 婚約
者の過去 ３０ 恩師は心の恋人 ３１ 元同僚の最期 ３２ 娘と結婚 ３３ 友人の再婚と死 ３４
相田みつをの名言 ３５ 恋人は大嫌いな男だった ３６ ママの忠告 ３７ 荒川静と甲骨文字 ３８
夫の反乱 ３９ ある若者の受験時代 ４０ 寅さん（浅丘ルリ子編）４１ 寅さん（宮本信子編）
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★「ちょっといい話」本編
１、三十振袖（山本周五郎原作・土屋改編）
女には病気の母がいた。三十にもなるのに結婚はおろか、母の薬を買う金もない。そこへ近く
に住む世話焼きばあさんがやってきた。
「いい話があるんだよ。四十すぎの大工さんなんだけれど、腕が良くてね、金もあるんだよ。
あんたの話をしたら、是非妾にほしいって。家も借りてくれるし、生活費ももちろん、おっかさ
んの薬代も出してくれるっていうんだよ。」
女は躊躇した。少し考えさせてほしいというと、世話焼きばあさんは、こんないい話はないよ、
妾だっていい旦那さんなら、本妻も同じだよと、しつこく繰り返し言いながらかえっていった。
母は、私のことなどかまわないでいい、と言ったが、このままでは母も私も生きてはいけない。
考えた末に女は、その話を了承した。世話焼きばあさんはたいそう喜んで大工さんである旦那さ
んに知らせに行った。
しばらくして、使いの者がやってきて、女と母を新居に引越しさせた。今までの古く、狭い家
とは大違いだ。母は申しわけながったが、新居と薬のおかげで元気を取り戻してきた。女は、自
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分が我慢すれば二人が生き延びられることを考えると、ちょっぴり幸せな気分にもなれた。
そして新居に落ち着いたころに旦那さんがやってきた。女は緊張してむかえた。
「やあ、どうだい、新居に慣れたかい。おっかさん、体の具合はどうだい。そうか元気になっ
てきたかい、そいつはよかった。」
そう言うと旦那さんは酒とつまみを女に渡した。
「酒をつけてくんな。それとつまみを適当に並べて出しておくれ。」
旦那さんは色黒で小柄だったが、そう悪い人には見えなかった。女はお酒の酌をしながら、こ
れから先のことを考えると緊張感がさらにつのった。しかし、旦那さんは意外にも、お銚子を何
本かあけると、帰るといった。
「あー、うまい酒だった。おっかさんを大事にするんだよ。何かあったらいつでも知らせに来
な。おっかさん養生しなよ。」
それから何回か旦那さんは訪れたが、一向に泊まる気配はない。次に来る予定の日、女が旦那
さんのことを考えていると、母が言った。
「おまえ、あの旦那さんのこと、どう思っているんだい。」
「え、どうって。」
「そりゃおまえには妾で可愛そうだけれど、旦那さんは悪い人じゃない。私たちを大切にして
くれる。命の恩人だよ。おまえ、嫌でなければ、今日はおまえから泊まるように旦那さんに言っ
てはもらえないだろうか。」
「おっかさん、あたしも今そう思っていたんです。このままでは旦那さんに悪くって。」
そして、旦那さんがやってきた。旦那さんはいつものように上機嫌でお酒を飲み、いつものよ
うに帰り支度を始めた。女は言った。
「旦那さん、いつもありがとうございます。母も私も旦那さんは命の恩人と思っております。
今夜は、もしも旦那さんの都合がよければ、この家に泊まってはもらえませんか。それとも私が
お嫌いですか。」
それを聞くと、旦那さんの表情が変わった。「ちょっと待ってくれ」と言ってとび出し、しば
らくして着物を持って戻ってきた。
「これは振袖だよ。俺は田舎者で、江戸に出てきて、大工の腕がちったあよかったもんで、多
少の金はためたんだが、江戸の人間は信用できなくてな。とくに俺みたいな風采のあがらない男
にほれるような女はみんな金目当てじゃないかと疑うようになってな、実は俺は四十過ぎてるの
に、まだ独身なんだ。」
「じゃ、妾って言ったのは。」
意外な事実に驚く女に旦那さんは言った。
「ああ、妾でもいいっていう人なら俺は夫婦になれるかなあ、と思ってな。騙して悪かったけ
どよ。この振袖は、夫婦になってくれる人にやろうと思って用意しておいたんだ。気に入らなか
ったら、受け取らなくてもいいけどな。」
そういうと旦那さんは振袖を女に渡し、降り始めた雪の中を帰って行った。
振袖をかかえ、呆然と立ち尽くす女に、母が言った。
「何やってんだい、おまえ、旦那さんを追いかけて行きなさいよ。早く。」
我にかえった女は振袖に手を通し、雪の中、旦那さんを追いかけた。春の雪は静かに、そして
暖かく旦那さんと女に降りかかっていた。
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２、教会のパン
ヨーロッパの田舎に小さな教会のある小さな村があった。その教会では貧しい村の子供たちに、
日曜の礼拝後、パンを配るのが慣わしだった。配っていた牧師さんが、あることに気がついた。
最後にパンを受け取るのはいつも決まった女の子だった。注意して見ていると、別に教会に遅れ
て来ているわけでもなく、自分から意図的にそうしているようだった。ある日、何気ないふりを
して、その女の子に訪ねてみた。
「あなたはいつもみんなの最後にパンを受け取るけれど、何か理由があるの？」
女の子は一瞬けげんな表情になったが、牧師さんの笑顔を見て安心したように応えた。
「あのね、一番、最後になると、一番小さいパンが残るでしょ。それに、もしかしてたりなく
なるかもしれないでしょ。そしたらその最後の人がかわいそうでしょ。だから。」
「うん、そうだね。でもそれだとあなたがかわいそうじゃない？」
「ううん、おかあさんが、そうしなさいって言うし、あたしもそう思うし、自分のことは平気
だけど、他の友達がそうなったらかわいそうだもの。」
「そう、わかった、とてもいい考えだね。おかあさんとあなたに神様からの祝福がありますよ
うに。」
「ありがとう。牧師様。おかあさんにも伝えます。」
そう言って最後のパンを受け取り、うれしそうに去って行く女の子を見送る牧師さんは女の子
以上に笑顔だった。
次の日曜、最後のパンは他のパンより一段と小さなパンだった。女の子は前よりもいっそう笑
顔を見せて、とびきり小さいパンを牧師さんからもらって、特別にうれしそうに去って行った。
小一時間後、女の子は、牧師さんのところに息せき切って戻ってきた。
「た、大変です、さっきいただいた、パンが、パンが・・・」
牧師さんは笑顔で答えた。
「パンがどうしたの？」
女の子は抱えていた紙袋の中から丁寧に包まれた食べかけのパンを取り出して牧師さんに見せ
た。
「牧師様、ほら、パンの中から、こんな美しい宝石が出て来たんです。」
牧師さんはそれを見て、笑顔を少しもかえることなく、さらにいっそうの笑顔で答えた。
「ああ、それはねえ、あなたとお母さんが、とてもやさしい心を持っているので、神様がご褒
美としてくださったのだよ。私が、お母さんにメモを添えてあげよう。はい、これを持って戻り
なさい。これは神様と私とあなたとおかあさんだけの秘密の話にしておこうね。」
女の子は首をかしげながら、しかし、少し落ち着きをとりもどし、笑顔を浮かべ、うなずきな
がら、紙袋に包みなおしていれた「宝石入りのパン」を胸にしっかりと抱えて、帰っていった。
牧師さんは、少女の後姿を見送っていた。彼の今までの人生の中で恐らく一番の笑顔で。
３、大根になりたい
江戸時代、貧しい大根売りの男がいた。大根売りはふとしたことで見かけた吉原の遊女「かえ
で」に一目ぼれする。しかし「かえで」は人気のある遊女で会うだけでも大金かかる。彼は死ぬ
気で大根を売って、長い日にちをかけてやっと一晩「かえで」と時をともにする金を手にするこ
とができた。
男は自分としては一生手にすることなどなかったはずの大金を持ち、遊郭に行った。「かえで」
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と一晩過ごすために倹約に倹約を重ね、寸暇を惜しんで仕事をしてためた金だった。そんな大金
でも男にとっては、「かえで」との一夜とひきかえなら、惜しくもなんともなかった。
男は「かえで」と二人きりになれた。男は笑顔で酒を飲み、つまみを食べた。「かえで」のお
酌をもったいながりながら、杯を重ねた。
夜更けになり、「かえで」が床に入り、言った。
「おいでよ。どうしたのさ。」
男は笑顔で答えた。
「ありがとうございます。でもあたしは、ここで酒を飲みながらあなたの側にいられればそれ
で十分なんで。」
男は本当にうれしそうに応えた。
「変な人だねえ。あたしゃ、眠くなったから寝るよ。」
「へい、そうしてください。あたしは、あなたの側で一晩いられるだけで幸せなんでさ。」
女は眠りについた。目が覚めると朝だった。男の姿はなかった。置手紙があった。
「かえでさん。ありがとうございました。昨夜のことは一生の思い出となります。今日からま
た大根売りに精を出します。本当に一晩側にいられて幸せでございました。ありがとうございま
した。」
『変な男だねえ。今まで見たこともない男だよ。本当に。』「かえで」は再び眠りにおちた。
「かえで」は年季があけ、はれて遊郭を出られることとなった。しかし、遊びに来た男の誰も
待っているわけではなく、故郷に身よりもない自分だった。行くあてもない自分に、その時、突
然、あの、大根売りの、男のことが浮んできた。もしかしてあの男との一夜が自分の人生でもっ
とも幸せな一夜だったのかもしれない。それが今頃わかるなんて。「かえで」は無性に大根売り
の男に会いたくなった。
あの一夜で交わした言葉の中から、商売をしているのは、およそ根岸あたりではないかと見当
をつけ、近くに宿をとり、男の居場所を、訪ね、捜し歩いた。すると、数日立って、偶然、神社
の近くで大根を売っている男を見つけることができた。
「大根いかがですか。おいしい新鮮な大根だよ。」
「かえで」はしばらく威勢のいい男の掛け声を物陰から見つめていた。あの夜の酒を飲む笑顔
の男がそのままそこにあった。「かえで」は何かしら胸が熱くなってきた。客が途絶えるのを待
って、男に近寄った。
男は愛想のいい元気のいい声でお客である「かえで」をむかえた。
「へい、いらっしゃい。いきのいい大根だよ。」
「かえで」は言った。
「あの、あの、あたし、あたし、あなたの、その、大根になりたいんです。」
男は、一瞬きょとんとした。しかし、それが「かえで」だと気がつくのは時間の問題だった。
４、沈黙（村上春樹原作・土屋改編）
とここまで記してきて予定枚数がつきてしまった。いい話を短くまとめるのは意外に大変なも
のだとわかった。この原稿をまとめているうちに、兼好は創作力的な人間ではなく、改作力的な
性格だったのではないかと、またそういう切り口で文学に関わることも可能ではないか、という
ことが強く感じられた。
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